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 これで慣性力の求め方がわかった。 

 

 半径 R  [m] の円周上を、速さ v[m/s] で運動している質量 m[ kg] の

物体にはたらく慣性力を求めよ。この慣性力を遠心力という。 

  解き方   円運動の向心力＝m･
R

2v [ N]  

従って遠心力 K  [ N] は、半径に沿って外向きで、その大

きさは 

K  ＝ 

 

 線路が半径 1000[m] の円形のカーブになっているところを 72 

[ km/h] で走る電車がある。線路に側方から

の力がかからないようになるには、外側の線

路を内側より何[ cm] 高くすべきか。ただし

線路は標準路幅は 1.453[ m] である。 

  解き方   電車の質量をm[ kg] とし、慣性力

を用いて考える。 

     重力mℊと遠心力m･
r
2v の合力F とす

る。F と鉛直船との角をθとすると、

線路に側方からの力がかからぬよ

うにするには、線路の床の面がF に

垂直になっておればよい。すなわ 

ち線路の床の面と水平面との傾き角θが、 

tanθ＝ gm
r

m
2v・
＝  
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